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■芸術学෨
ช化財ฯ存修෰学科
ྼ史遺産学科
ඔ術科 ７コース
ೖຌ画コース
༺画コース
൝画コース
௄刻コース
工芸コース（金工／漆芸／ಅ芸）

テキスタイルコース
総合ඔ術コース

ช芸学科

■デザイン工学෨
コミュニティデザイン学科
プロダクトデザイン学科
建஛・環境デザイン学科
グラフィックデザイン学科
映像学科
企画構想学科

２学෨10学科７コース

全学生数 ༁2,500໌（大学院生含む）



なぜ、ܙࢃのஏに
デザイϱとܵढ़をָぶ
୉ָがあるのか？



地方の芸術大学としての課題 



地方の芸術大学としての役割 



1. 典型的な地域課題 

2. 学生の趣向の変化 

3. 広がるデザインの役割 



1.   典型的な地域課題 



人口減少   少子高齢化  若者の県外転出　 
医師不足　老老介護　人手不足　 
生産活動の低下　後継者不足　 
過疎地の増加　空き家の増加　 
環境保全活動の低下　自然減少　 
商店街・繁華街の衰退　除雪問題　 
脆弱な交通インフラ　高齢者交通問題　

地域コミュニティの弱体化 
生活活動の低下 

　  

山形の未来課題



人口減少   少子高齢化  若者の県外転出　 
医師不足　老老介護　人手不足　 
生産活動の低下　後継者不足　 
過疎地の増加　空き家の増加　 
環境保全活動の低下　自然減少　 
商店街・繁華街の衰退　除雪問題　 
脆弱な交通インフラ　高齢者交通問題　

地域コミュニティの弱体化 
生活活動の低下 

　  

日本の未来課題



山形県 ＝ 課題先進県 

教材として積極活用



2.    学生の趣向の変化



東北芸工大　1学年 約600名　 

東北出身　71％ 

山形出身　23％ 
宮城出身　24％



東北芸工大卒業生アンケート回答者　総数600名

山形で働きたい 
106名

県外出身者　44名
山形出身者　62名

卒業後に地元で働きたい学生は多い



3.    広がるデザイン領域



「デザイン」

モノ

コト



魅せる・飾る・楽しませる グラフィック・ファッション 
広告・グッズ・ゲーム・キャラクター

機能・技術・便利にする

サービス・快適にする

システム・持続させる

広がるデザイン領域

エンジニアリング・生産・建築 
デジタル・UI・ロジスティクス 

サービスデザイン・都市計画 
コミュニティデザイン

経済・政治・法律・医療 
インフラ・セキュリティ 

1.  

2.  

3.  

4. 
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芸術・デザイン人材を「業界」に輩出する 
芸術大学 

芸術・デザイン教育を通じて 
創造的な人材を「一般社会」に輩出する 

新型の芸術大学 



創造的な人材 ＝ ちょっと変わった人



古いビルを 
クリエイティブ 
オフィスに 

photo : real local





元旅館を 
シェア・アパートに 



鶴岡市立 
農業経営者 
育成学校



閉店していた 
本屋さんを 
BOOKサロンへ 

photo : ASAHI SHINBUN





空き家の利活用による準学生寮

空き家を 
学生寮に 





低コストで 
シンプルな 
リノベーション 



市街地に 
学生の拠点を 



山形クラス　増殖イメージ

増え続ける 
学生の街 



山形クラス　増殖イメージ

増え続ける 
学生の街 
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善寳寺 五百羅漢像 531体の保存修復作業本格化 
20年以上の長期大規模事業 

 

 

 

 

東北芸術工科大学の㝃置研究機㛵「文化財保存修復研究センター」㸦センター所長㸸澤田正昭㸧は、

山形県㭯岡市の善寳寺㸦住職㸸五十嵐卓三㸧の委託を受け、寺の保有する五百羅漢像 531体の保存修
復作業を、この 8月より本格化します。 

8月 28日から 30日の 3日㛫、古典彫刻修復家で文化財保存修復学科の柿田喜則教授、笹岡直美研
究員と文化財保存修復学科学生 13 名が同寺に合宿しながら修復を進めるための調査や測量を行いま
す。 
 
 修復事業は 3年前から㛤始され、五百羅漢像 531体すべての状態を調査し、その損傷状況により 3
段㝵に区分けする作業、そして、五百羅漢像が奉納されている五百羅漢堂内に「ローリングタワー」

といわれる足場を組む作業を終え、昨年、羅漢像の修復がスタートし、これまで 2 体の修復作業を終
えています。 
 羅漢像は、1体ずつ X線で内部の状態を分析したり、必要に応じて解体したりして、汚れを落とし、
破損箇所の修復を施します。現在、この工程と羅漢像の損傷状況と個数からみて、年㛫約 12体が修復
可能で、20 年以上の長期に亘る大規模プロジェクトになります。善寳寺でも、五百羅漢像の修復と、
お寺の境内の環境整備に 4 億円の資金を㞟めることを目指しています。そして、支援団体「奉賛会」
が平成 26年に設立されています。 
 
修復作業は、今年からは進捗状況が可視化できるように、並びの列ごと 12体ずつ運び出され、列ご

と修復を終えた像が安置されていきます。また、善寳寺境内には研究センターの修復作業分室も新設

され、芸工大では古典彫刻修復の研究員を増員する計画です。 
8月 28日からの修復合宿は、学部生の実践型教育も兼ねており、境内に泊まり、朝、坐禅を組ませ
ていただき、その後終日作業をするものです。 
現地には保存修復事業の指揮を執る笹岡研究員が常㥔しており、善寳寺の篠㷂英治氏とともに取材

に応じ、作業のご説明をいたします。 
是㠀、このプロジェクトのご取材を検討いただければと思います。※もし、ご取材していただける 

場合はご一報いただけると幸いです。 









大学が山形にあること



塀も門もなく緩やかに街とつながる



＊　まちづくり・グループづくり 
＊　学内DX・地域へのAI教育普及 
＊　一般企業へのデザイン啓蒙活動 
＊　学生の起業支援 
＊　食・生活のデザイン活動 
＊　学科・カリキュラム再編 



地方の芸術大学が 
やるべきことは 
何か？




